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答 備考

【１　補助金の手続に関すること】

１ １つの法人から複数の事業所の申請を行う場合の申請単位
は。

複数事業所の申請を行う場合であっても、申請は事業所単位で提出
してください。

２ 補助対象となる介護ロボットは、どのタイミングで購入また
はリースすれば良いか。

県からの交付決定通知を受け取った後に、当該年度内（３月31日ま
で）に契約・発注、納品、導入の全てを完了させてください。
補助金交付決定前に契約・発注したものおよび年度を越えてから納
品、導入されたものは補助対象となりませんので、注意してくださ
い。

３ 補助率４分の３を適用する場合の「少なくとも見守りセン
サー、インカム・スマートフォン等のＩＣＴ機器、介護記録
ソフトの３点を活用」とは、これら全てを活用する必要があ
るということか。

お見込みの通り、「見守りセンサー」、「インカム・スマートフォ
ン等のＩＣＴ機器」および「介護記録ソフト」の全てを活用する必
要があります。
この要件を満たすため、既に導入している機器を活用することも可
能としますが、当該機器も含めた事業計画書（計画や目標等）を作
成する必要があります。

４ 特に活用定着に向けたサポートが必要な介護ロボット導入計
画の作成や取組の実施にあたっては、原則、厚生労働省委託
事業「介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム
事業」の相談窓口に相談することあるが、具体的にはどこに
相談すれば良いのか。

ATCエイジレスセンター（大阪府住之江区）が受託され、滋賀県を含
む近畿圏内の事業所の支援・相談対応を担当されています。
導入計画の作成や取組の実施にあたっては、以下のＨＰを参照の
上、ATCエイジレスセンターに相談するようにしてください。
なお、ATCエイジレスセンターが対応できる相談件数には限りがあり
ます。申請にあたり、事前相談をされる際は、計画的に予約申込等
を行っていただきますようお願いいたします。
【HP】https://www.ageless.gr.jp/robot/

５ 特に活用定着に向けたサポートが必要な介護ロボットとは、
具体的にどのような種別の介護ロボットを指すのか。

移乗支援（装着型・非装着型）および入浴支援の介護ロボットを指
しています。
※移乗支援および入浴支援以外の種別の介護ロボットを導入する事
業者のATCエイジレスセンターへの事前相談は必須ではありません。
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答 備考問

６ ATCエイジレスセンターには、どのタイミングで相談に行けば
良いか。

交付申請の際、ATCエイジレスセンターでの相談実績（日時、担当業
務アドバイザー氏名およびヒアリングシート（写し）等）を確認し
ますので、交付申請されるまでに相談に行くようにしてください。
※事前協議の際は、相談予定日の記入でも受付けます。

７ ヒアリングシート（写し）はどのようにして入手すれば良い
か。

ATCエイジレスセンターでの業務アドバイザーとの面談（相談）終了
時に、補助金の申請にあたり、ヒアリングシートの写しが必要であ
る旨を事業所から担当業務アドバイザーに対して申し出てくださ
い。
（事業所からの申し出が無い場合、ヒアリングシートの写しは提供
されませんので御留意ください。）

【２　補助対象事業所に関すること】

１ 他の補助金と重複して交付を受けることはできないのか。 できません。例えば、厚生労働省の各都道府県労働局における「人
材確保等支援助成金（介護福祉機器助成コース）」の移乗介護機器
や、滋賀県介護職員職場環境改善支援（ＩＣＴ導入支援）事業費補
助金による補助を受ける介護事業所の場合には、当該補助を受ける
部分については本補助金の対象となりません。
（例えば、「ＩＣＴ導入支援」でWi-Fi環境の整備費を申請した場
合、「介護ロボット導入支援」の見守り機器の導入に伴う通信環境
整備として同じWi-Fiに関する経費を重複して申請することはできま
せん。）

【３　補助対象機器および補助対象経費に関すること】

１ 補助対象となる介護ロボットの定義はあるか。 補助金交付要綱と併せて、HPに「介護ロボットの定義」という資料
を掲載していますので、御参照ください。

２ 付属品は補助対象に含まれるか。 介護ロボットの使用に必要不可欠なものであり、「介護ロボットと
して最低限の機能を有するまとまり」の一部として考えられるもの
であれば対象になります。

３ 見守り支援機器に係るパソコンやタブレット、モバイル端末
は補助対象に含めてよいか。

機器の稼働に不可欠な専用の受信・制御機器であれば補助対象とな
りますが、介護ロボットの使用以外にも汎用性のあるものは他に流
用可能なため、パソコン、タブレット、モバイル端末は補助対象外
となります。
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答 備考問

４ 機器本体とは別に、機器の動作に必要なサーバーは補助対象
となるか。

原則、対象となります。ただし、介護ロボット機器の使用以外にも
汎用性がある場合は対象外となります。

５ 年度途中から介護ロボット等のリースを行う場合、対象とな
るのはリース開始時から１年間か、それとも当該年度末まで
か。

県からの交付決定通知後に契約となるため、契約日から当該年度の
３月末までの経費のみが対象となります。

６ 消費税は対象となるか。 対象外です。

【４　導入後に関すること】

１ 導入した介護ロボットが故障した場合はどうなるのか。 修理費用が発生しても、補助対象とはなりません。修理が困難、修
理費用が高額等のため処分する場合は、別途手続きが必要です。
事前に相談してください。
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